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第１ 趣旨
この要領は、道営住宅における入居申込等の一部申請等に関し、電子申請により事務処理すること

について、北海道営住宅条例（平成9年条例第11号。以下「条例」という。）、北海道営住宅条例施行
規則（平成9年規則第42号。以下「規則」という。）及び北海道公営住宅入居選考要綱、北海道公営
住宅入居選考事務処理要領（以下「要領」という。）並びに道営住宅駐車場管理要綱（以下「要綱」と
いう。）、道営住宅等の社会福祉事業への使用許可に係る事務処理要領（以下「使用許可に係る事務
処理要領」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定める。

第２ 定義
この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。
１ 建設指導課 各総合振興局及び振興局に置かれる建設指導課をいう。
２ 共同システム 北海道電子自治体共同システムをいう。
３ 電子申請 共同システムの使用により申請するものをいう。

第３ 電子申請できる申請等
１ 規則第６条第１項に規定する入居の申込
２ 規則第11条第１項に規定する同居承認に係る申請書
３ 規則第13条第１項に規定する入居承継に係る申請書
４ 要綱第４条及び第５条に規定する使用の申込
５ 使用許可に係る事務処理要領第５条第１項に規定する申請書

第４ 電子申請による入居申込みの受付
１ 共同システムによる事前設定
（１）建設指導課は、入居開始までの期間等を勘案の上、公募業務を所管する指定管理者の意見等も
踏まえ、電子申請による受付開始から終了までの日時を決定するものとする。
ただし、受付最終日を除き、受付時間の制限を設けないこととする。

（２）建設指導課は、前号による決定後、共同システムへの設定を行うものとする。

《設定１》 《設定２》
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《設定３》 《設定４》

《設定５》 《設定６》

《設定７》 《設定８》

（３）電子申請による受付期間は、事務処理の期間等も考慮し、電子申請以外の方法による受付期間
よりも短縮することができるものとする。
なお、受付期間を短縮する場合は、募集案内書等にその旨を明示すること。

２ 募集案内書等の掲載
（１）建設指導課は、募集する団地の概要など、公募に関する一切の書面を共同システム内で確認でき
るよう作成すること。

（２）募集案内書には、申請者の希望する団地に錯誤が生じないよう、抽選を行う単位ごとに申込番号
を付すこと。
《掲載例》
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（３）共同システムへの掲載にあたっては、別添１「電子申請により道営住宅入居申込をされる方へ」を
併せて掲載すること。

３ 入居申込に係る処理
（１）電子申請された申込データは、あらかじめ付与された利用者ＩＤに付随する建設指導課代表メー
ルアドレスあて到達通知により共同システムで確認するものとする。

（２）到達通知を受けた建設指導課は、共同システムにおいて入居申込書の優遇措置対象項目欄につ
いて入力誤りがあった場合は、訂正するものとする。

（３）建設指導課は、共同システムにより訂正を行った後、申込期間終了後に受理を行い、入居申込書
のほか、申込データ（CSV）を指定管理者に送付等する。
なお、送付等に当たっては、簡易書留による郵送など、個人情報保護に十分配慮すること。

（４）指定管理者は、建設指導課から送付等があった申込データに抽選番号及び抽選口数を追記した
データ及び抽選番号を付与した抽選番号一覧表を建設指導課に提出するとともに、当該一覧表をホ
ームページで公表するものとする。

（５）建設指導課は、前号の一覧表を受理後、共同システムにおいて承認処理を行うとともに、簡易通
知書を入居申込者あて発行するものとする。
なお、簡易通知書発行の際には、前号の一覧表及び次の事項を記載した文書を添付するものと

する。
① 仮当選した場合であっても、審査の結果、記載内容の誤りや入居資格要件を欠いていること
が判明した場合は、仮当選を取り消す場合があること

② 抽選会の開催日時及び場所
③ 仮当選後の入居申込者への連絡方法
④ 抽選結果の公表方法
⑤ 入居申込書の訂正箇所

《手順１》 《手順２》

《手順３》 《手順４》
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《手順５》 《内容確認後、手順６》

《手順７》 《手順８》

《手順９》 《手順10》

《手順11 CSVデータ》 《手順12》
［指定管理者→振興局］
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《手順13》 《手順14》
［抽選番号一覧表］

《手順15》 《手順16》

《手順17》 《手順18》

《手順19》 《手順20》
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